
新  薗

シ
ス
テ
ム
開
発
の
ル
ー

デ
ン
ス

（静
岡
市
、

国
村
正
明
社
長
）
は
複
数
の
人
が
共
有
す
る
発
注
伝
票
や
営
業
国
報
な

ど
を
手
軽
に
作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
の
表
計
算
ソ
フ
ト

「
エ
ク
セ
ル
」
の
複
数
の
フ

ァ
イ
ル
を
連
動
さ
せ
、
１
年
分
の
売
上
高
な
ど
必
要
な
情
報
だ
け
を
抽
出
で
き
る
。

専
用
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
よ
り

も
初
期
費
用
を
３
分
の
１
程
度
に
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
。

中
小
企
業
向
け
に
３
年
間
で
１
０
０
件
の
導
入
を
目
指
す
。

西
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ン

か
る
約
２
億
８
０
０
０
万
円

を
補
正
予
算
と
し
て
１４
日
に

臨
時
市
議
会

へ
提
出
す
る
。

県
内
で
は
浜
松
市
が
沿
岸

部
に
同
様
の
津
波
避
難
タ
ワ

ー
や
土
を
盛

っ
た
高
台
計
７

基

の
建
設
を
計
画
し

て
お

り
、

用
地
選
別
な
ど
調
査
を

進
め
て
い
る
。

吉
田
町
も
１４

年
度
ま
で
に
津
波
避
難
タ
ワ

ン
，
ｗ鶉
酸
が
拡
轡
ヱ
ン

磐
国
市
は
市
内
の
沿
岸
部

に
、

津
波
か
ら
逃
れ
る
た
め

の
避
難
タ
ワ
ー
を
６
基
建
設

す
る
。

吉同
さ
は
１２
席
以
上
で
、

計
２
０
０
０
人
程
度
が
避
難

で
き
る
。

国
の
検
討
会
が
公

表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

影
響
て
、

こ
れ
ま
で
の
想
定

を
達
え
る
車
こヽ
の
Ｆ
長
に
襲

れ
た
を
ゴ
，撻

≡
ゴ

■
喜
Ａ
ｉ

い
地
点
を

６
カ
所
選
定
す

る
。

こ
れ
ま
で
磐
田
市
の
津

波
想
定
は
最
大
５

ｏ
ｌ
席
だ

っ
た
が
、

国
の
検
討
会
の
想

定
で
は
１１

・
８
肝
と
２
倍
以

上
に
な

っ
た
た
め
住
民
の
安

全
対
策
を
急
ぐ
。

タ
ワ
ー
の
ほ
か
、

沿
岸
部

に
あ
る
公
共
施
設
の
屋
上
に

地
元
住
民
が
避
難
で
き
る
よ

う
、

外
付
け
階
段
を
設
置
す

る
。　

一
連
の
施
設
整
備
に
か

下
田
商
工
会
議
所
（下
国
市
）

は
特
産
品
の
キ
ン
メ
ダ
イ
を
使

っ
た
魚
醤
を
発
売
し
た
。

鍋
料

キ
ン
メ
ダ
イ
を
活
用
し
て
全
国

ブ
ラ
ン
ド
を
育
成
す
る

理
や
揚
げ
物
な
ど
の
隠
し
味
と

し
て
市
内
の
道
の
駅
で
販
売
を

始
め
た
。

地
元
の
飲
食
店
や
家

庭
で
の
利
用
を
促
し
、

下
国
発

の
全
国
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て
た
い

考
え
だ
。

焼
津
水
産
高
校

（焼
津
市
）

と
共
同
開
発
し
た
。

キ
ン
メ
ダ

イ
の
身
や
頭
、

内
臓
に
食
塩
と

麦
こ
う
じ
な
ど
を
加
え
て
発
酵

さ
せ
た
。

鍋
料
理
や
野
菜
い
た

め
な
ど
に
数
滴
入
れ
る
と

「う

や

ま
み
が
増
し
、

こ
く
が
出
る
」

や

（同
商
議
所
）
と
い
う
。　

　
　
市

魚
醤
を
使

っ
た
約
２０
品
の
料

い

理
を
掲
載
し
た
レ
シ
ピ
集
も
配

一

る
。

今
後
は
地
元
の
飲
食
店
と

一

共
同
で
魚
醤
を
使

っ
た
レ
シ
ピ

”

を
考
案
す
る
ほ
か
、

市
外
の
ス

”

―
パ
ー
な
ど
に
も
販
路
を
広
げ

”

る
方
針
だ
。　

　
　
　
　
　
　
　
一

魚
醤
は
秋
田
県
や
拓
川
県
で

一

も
生
産
を
し
て
い
る
が
、

「
キ

ヽ

ン
メ
ダ
イ
を
使

っ
た
魚
醤
は
全

市

国
拘
に
も
珍
し
い

一
と
い
う
。

　
一

一嗣
乾

計
１５
基
建
設
す
る
予
定

必要情報「エクセル」形式に

型を ② 必要事項を ③帳票を登録 ④データの
ン   入 力する  (各 帳票の   加 工など
ドする (帳票作成) デ ータ   (グ ラフ作成、

が連携)  検 索)

|エアポーンを使つたファイル作成口管理の仕組み |

中
小
景
況
３
月
１２
ぴ
改
善

開
発
し
た
の
は

「
エ
ア
ボ

ー
ン
」
。

ま
ず
金
額
や
品
名

な
ど
企
業
が
必
要
と
す
る
帳

票
の
形
式
を
作
成
。

利
用
企

業
は
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
の
メ

ニ
ュ
ー

画
面
か
ら
ひ
な
型
と

な
る
エ
ク
セ
ル
の
シ
ー
ト
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

必
要
な

項
目
を
記
入
し
て
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
登
録
す
る
。

複
数
の
社
員
の
営
業
デ
ー

タ
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
フ
ァ

イ
ル
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登

録
さ
れ
、

エ
ア
ボ
ー
ン
が
必

要
な
部
分
だ
け
を
抽
出
。

改

め
て
エ
ク
セ
ル
の
フ
ァ
イ
ル

丁
ア
ム
を

一
か
ら
開
発
す
る

一担
が
か
か
り
や
す
い
」
と
強

だ
け
抽
出
し
て
月
本」と
の
推
一　

―

移
を
グ
ラ

フ
に
ま

と
め
た

機
能
が
失
わ
れ
な
い
の
も
特

一
く
）
は
前
年
同
月
比
９４

・
７

一も
登
録
台
数
の
増
加
に
つ
な

一動
車
は
７９

。
４
％
増
え
、

普

徴
と
い
う
。

　
　
　

　
　
　

一％
増

の
７
４
０
４
台

だ

っ
一
が

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
一
通
自
動
車
は
２
一
２
倍
だ

っ

小
規
模
企
業
の
場
合
で
初

一た
。

増
加
は
７
カ
月
連
続
。

一　

〓
一菱
自
動
車
と
輸
入
事
を

一
た
。

年
度
の
費
用
は
約
１
３
０
万

一
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
復
活
な

一除
く
す
べ
て
の
メ
ー
カ
ー
が

一　

一
方
、

静
岡
県
軽
自
動
車
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り箔
靭磐
鵠
一
県
内
新
車
登
録
９４
％
増

蘇
開能兼ゲ
フアイと
一　
　
　
　
４
月
、７
ヵ
月
連
続
プ
ラ
ス
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複
数
作
成

・
管
理
す
る

「
マ

一　

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連

一
ど
政
策
効
果
が
寄
与
し
た
。

一前
年
同
月
を
上
回

っ
た
。
ト

ク
ロ
機
能
」
な
ど
を
使
わ
な

天
只
【
静
岡
県
支
部
が
ま
と
め

一昨
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

一
ヨ
タ
が
３

・
１
倍
と
な
っ
た

を

表
瞳
支
て
は
長
驚
装
Ｊ
マ
一

下田商議所、道の駅で販売

鍋料理など隠し味に

票類や日報
計算で共有

初
期
費
用
１
一３
に

2① ■2年 (平成 24年) 5月 8日 (火曜 日)

伝

表

磐
田
市
、津

波
避
難
タ
ワ
ー

沿
序部
に
６
基
南
海
ト
ラ
フ
に
備
え

爾日回∞ルロ一


